
お願い・大会参加にあたっての危機管理について 

 

本大会は真冬の山中で開催されるため、通常のオリエンテーリングやトレイルランニング等に比べ、

低体温症や日没のリスクが非常に高くなることが予想されます。一方で、「超⾧距離のオリエンテーリン

グ」という大会趣旨の特殊性・物珍しさから、普段の競技フィールドや習熟度、年齢層など、幅広い層の

方々からエントリーを頂いております。 

参加者の皆様におかれましては、本大会のリスク面について十分ご理解の上、装備品や競技中の遵守

事項の徹底のもと、競技にご参加頂きますよう、宜しくお願いいたします。 

 

1. 装備 

 危機管理上の目的から、本大会では以下の装備を必携装備とします。 

・水分（500mL 以上） 

  ：水、あるいは吸収の早いスポーツドリンク等を推奨します。 

   魔法瓶をお持ちの場合は、お湯を入れるのも寒さ対策として有効です。 

  ・補給食 

    ：レース中のエネルギー切れは行動不能に繋がるため、低体温症のリスクが非常に高くなりま

す。レース中は下記に示すような補給食※を携帯の上、コンスタントにエネルギーを補給する

よう心掛けてください。 

※商品例：ウィダーインゼリー、EnergyGel、PowerBar 等 

  ・携帯電話 

    ：競技範囲の一部は圏外ですが、尾根上に登れば概ね通信可能です。 

  ・防寒着 

    ：走行中よりも、行動不能時、救助が来るまでの体温低下の防止が目的です。ジャケットや雨具、

ウィンドブレーカー等、アウターとして羽織れるものを携帯又は着用してください。フリース

等の中間着も併用すると、保温効果はさらに高まります。 

 さらに緊急時に備え、以下の装備を推奨装備とします。 

・エマージェンシーシート 

  ：ホームセンターや登山用具店にて、数百円程度で購入が可能です。行動不能時に体を包むこと

で、強い保温効果が得られます。 

・ホイッスル 

  ：負傷時や行動不能時に、周囲の競技者に助けを求める際にご使用ください。使用方法は後述し

ます。 

 電波が弱く、低温の環境では、携帯電話の電池の消耗は激しくなります。十分に充電された状態で

スタートするとともに（目安：90%以上）、不安な場合はモバイルバッテリー等の携帯をご検討くだ

さい。なお、緊急時以外の競技中の使用（SNS への投稿等を含む）は禁止します。 

 



2. 緊急時の対応 

2-1. 行動不能時 

 負傷やエネルギー切れ等で行動不能となった場合は、携帯電話で大会スタッフにご連絡ください。

連絡先は地図に記載しています。 

 電波状況が悪い場合は、ショートメールをお試しください。 

 ショートメールも使用不能の場合、大声あるいはホイッスルにより、周辺の競技者の助けを求め

てください。 

 ホイッスルを使用する際は、以下のように「短く 4 回」を繰り返し吹いてください。 

 

ピッ ピッ ピッ ピッ （5 秒程度空ける）ピッ ピッ ピッ ピッ（繰り返し） 

 

 他選手のホイッスルの音を聞いた場合は、以下の対応をお願いします。 

①ホイッスルの音のする方に向かい、要救助者を確認してください。 

②自分の携帯電話が使用可能な場合は、大会スタッフにご連絡の上、スタッフの指示に従ってく

ださい。 

  ③自分の携帯電話も使用不可能な場合、要救護者の位置を把握の上、関門あるいは電波の入る場

所まで移動し、情報を伝達してください。 

 救護所の救助・対応は競技よりも優先させてください。 

 緊急時以外のホイッスルの使用は禁止します。 

 

2-2. 道迷い時 

 競技をリタイアされる場合は、スマートフォンの GPS 機能等を使用して構いません。地図アプ

リ等の事前インストールを推奨します。 

 以下の無料地図アプリは、事前に周辺の地図を読み込んでおくことで、電波が入らない環境でも

現在地が表示できます。 

 Geographica（ジオグラフィカ）  https://geographica.biz/ 

 以下の主要道等を利用し、原則として会場または救護所まで自力で移動してください。   

・競技エリアを北東～南西に貫く主要道 

・県道 274 号線（競技エリア南縁） 

 

3. 関門について 

 閉鎖時刻までに関門を通過できなかった場合、その時点で競技終了となります。 

 なお、これは「関門までは競技を続けてよい」という意味ではありません。関門の閉鎖時刻に間に合

わないと判断した時点で、コース途中であっても競技を切り上げて関門に向かってください。 

 フィニッシュについても同様です。完走の是非に関わらず、フィニッシュ閉鎖時刻までにフィニッシ

ュに到着するようにしてください。 



 

繰り返しになりますが、本大会は、皆様が通常参加されている競技イベントと比べ、リスクのレベル

が高くなる可能性があります。準備不足は重大な事故に直結しかねません。入念な準備とリスク管理の

もとに本大会をお楽しみ頂けますよう、ご理解・ご協力のほど、宜しくお願いいたします。 

 

参考情報：12 月 18 日のテレインの様子 

 大会スタッフ数名がテレイン（競技範囲）の最終確認を行いました。その時の現地写真を以下に掲載

します。 

 前夜からの寒波によりテレイン全域で冠雪（最大 1～2cm 程度）が見られました。また、朝は駐車場

や一部の舗装道で、路面の凍結が確認されました。 

 今後の天気次第で融雪する可能性もありますが、気温に関しては、大会当日も同程度（日最高気温

4℃）まで低くなることが予想されます。 

  

  

  

 


